
（
九
一
名
）
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
か
く
の
如
く
発
展
し
て
き
た
生
化

学
（
農
学
部
で
は
鈴
木
梅
太
郎
以
来
生
物
化
学
の
名
前
が
使
わ
れ
て
い
る
）

も
医
学
部
に
お
い
て
は
医
師
養
成
の
面
か
ら
考
え
、
今
後
如
何
に
す

す
め
る
べ
き
か
は
当
然
こ
の
歴
史
の
上
に
展
開
さ
れ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
が
、
米
国
ハ
ー
パ
ー
の
生
化
学
教
科
書
も
一
九
八
一
年
の
一

八
版
か
ら
は
生
理
化
学
か
ら
生
化
学
に
変
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
生

化
学
を
ふ
く
め
て
基
礎
医
学
教
育
の
あ
り
方
が
検
討
し
直
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
（
現
在
医
学
部
以
外
か
ら
き
て
い
る
研
究
者
の
な
か
に
は
日

本
生
化
学
会
が
日
本
医
学
会
の
分
科
会
で
あ
る
こ
と
を
し
ら
な
い
も
の
も
出

て
き
て
い
る
）
。

（
文
献
）
・
日
本
医
史
学
雑
誌
二
六
（
三
）
三
一
○
’
三
一
二
（
一

九
八
○
）
柴
田
幸
雄
。

医
化
学
か
ら
生
化
学
へ
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
医
史
学
モ
ノ
グ
ラ
フ

ィ
ー
、
コ
ー
ラ
ー
。

（
愛
知
医
科
大
学
生
化
学
教
室
）

一
、
・
薬
物
学
上
の
デ
イ
オ
ス
ク
リ
デ
ス
の
業
績

デ
イ
オ
ス
ク
リ
デ
ス
（
日
本
で
は
一
般
に
デ
イ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
と
し
て

伝
わ
っ
て
い
る
）
は
、
紀
元
一
世
紀
に
ロ
ー
マ
で
名
声
を
博
し
た
薬
物

学
者
で
、
当
時
の
ロ
ー
マ
皇
帝
ネ
ロ
の
も
と
で
軍
医
を
つ
と
め
た
と

い
わ
れ
、
各
地
を
旅
し
て
見
聞
を
ひ
ろ
め
た
が
、
特
に
薬
物
分
野
で

の
研
究
が
す
ぐ
れ
て
い
た
。
二
世
紀
以
後
、
西
洋
の
医
学
を
千
数
百

年
に
わ
た
っ
て
支
配
し
た
ガ
レ
ノ
ス
が
、
デ
イ
オ
ス
ク
リ
デ
ス
の
こ

と
を
き
わ
め
て
賞
讃
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
が
並
々
な
ら
ぬ
人

物
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
小
ア
ジ
ア
の
キ
リ
キ
ア
地
方
に
生

ま
れ
、
当
時
の
学
問
の
都
で
あ
っ
た
。
ヘ
ル
ガ
モ
ン
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
で
学
ん
だ
が
、
た
く
ま
し
い
天
性
の
知
恵
は
ロ
ー
マ
で
大
き
く

花
を
開
き
、
彼
は
、
そ
の
後
の
千
五
百
年
間
以
上
、
薬
物
学
分
野
の

最
も
偉
大
な
金
字
塔
的
存
在
と
し
て
仰
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

デ
イ
オ
ス
ク
リ
デ
ス
・

「
ウ
ィ
ー
ン
写
本
」

大
槻
真
一
郎

／F戸、
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デ
イ
オ
ス
ク
リ
デ
ス
は
、
五
巻
本
の
『
薬
物
書
』
を
紀
元
一
世
紀

に
ギ
リ
シ
ア
語
で
書
い
た
。
こ
れ
は
、
す
ぐ
れ
た
先
人
た
ち
の
も
の

を
完
全
に
し
の
い
で
お
り
、
そ
れ
ま
で
例
え
ば
薬
用
植
物
の
分
類
が

形
式
的
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
あ
っ
た
り
外
見
的
な
類
似
で
行
な

わ
れ
て
い
た
も
の
を
、
彼
が
機
能
的
に
分
類
を
行
な
っ
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
写
本
は
、
彼
の
原
典
本
来
の
も
の

と
、
従
来
の
便
宜
的
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
形
式
の
二
つ
の
系
統
に
よ
っ

て
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

二
、
「
ウ
ィ
ー
ン
写
本
」
の
由
来
と
今
日
に
至
る
経
緯

デ
イ
オ
ス
ク
リ
デ
ス
の
『
薬
物
書
』
（
図
葉
は
一
切
な
し
）
五
巻
と

は
別
に
、
植
物
主
体
の
美
し
い
彩
色
図
葉
を
も
っ
た
薬
物
学
の
ギ
リ

シ
ア
語
写
本
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
そ
の
保
管
場
所
に
ち
な
ん
で
一
般

に
は
《
《
葛
尉
月
烏
目
。
、
百
段
の
函
》
〕
（
「
ゥ
イ
ー
ン
の
デ
イ
オ
ス
ク
リ
デ
ス
」
、

ラ
テ
ン
語
で
正
式
に
は
《
命
○
○
号
×
急
且
。
冒
昌
の
昌
唖
〉
胃
の
ｇ
２
の
①
３
①
２
吻

弓
）
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
出
所
か
ら
は
《
《
目
○
唖
○
昌
丘
命
吻
○
○
国
‐

ｍ
冒
昌
冒
○
も
Ｏ
胃
画
ロ
扁
雫
》
（
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
の
デ
イ
オ
ス
ク
リ
デ

ス
」
）
と
呼
ば
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
「
ギ
リ
シ
ア
医
学

写
本
こ
と
い
う
図
書
番
号
を
も
っ
た
手
書
き
の
集
成
本
で
あ
り
、

そ
の
書
体
と
図
か
ら
み
て
、
一
つ
の
製
作
所
で
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

「
ウ
ィ
ー
ン
写
本
」
は
、
第
六
葉
に
描
か
れ
た
献
呈
図
か
ら
す
る

と
、
六
世
紀
の
最
初
の
十
年
間
に
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
の
王
女
ア
ニ
キ
ァ

．
『
一
リ
ア
ー
ナ
が
、
ホ
ノ
ラ
ー
タ
エ
に
教
会
を
建
て
た
こ
と
に
対
す

る
感
謝
の
し
る
し
と
し
て
、
そ
こ
の
市
民
た
ち
が
こ
の
書
を
王
女
に

捧
げ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ユ
リ
ァ
ー
ナ
以
後
一
千
年
余

り
、
こ
の
書
物
は
、
き
わ
め
て
数
奇
な
運
命
を
た
ど
り
、
転
々
と
所

を
か
え
て
ラ
テ
ン
人
や
ト
ル
コ
人
や
ユ
ダ
ヤ
人
の
手
に
わ
た
っ
た

か
ん

が
、
そ
の
間
い
ろ
い
ろ
と
複
製
も
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
が
結

局
、
「
ウ
ィ
ー
ン
写
本
」
原
本
は
、
随
分
破
損
を
受
け
た
と
は
い
え
、

当
時
ス
ル
タ
ン
だ
っ
た
ソ
レ
イ
モ
ン
ニ
世
の
侍
医
ユ
ダ
ヤ
人
ハ
モ
ン

の
息
子
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ン
二
世
が
一
五

六
九
年
に
買
い
取
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
き
わ
め
て
高
価
な
こ
の
古
写

本
自
体
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
図
書
館
に
、
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア

国
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
今
日
に
至
っ
た
。

三
、
「
ウ
ィ
ー
ン
写
本
」
の
内
容
と
評
価

写
本
は
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
（
一
二
ｖ

’
三
八
七
葉
、
ｖ
は
図
葉
の
ゥ
ラ
頁
）
に
は
薬
用
植
物
三
八
三
種
が
ア
ル

フ
ァ
。
ヘ
ッ
ト
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
大
部
分
が
前
掲
の
デ
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イ
オ
ス
ク
リ
デ
ス
の
『
薬
物
書
』
に
由
来
し
、
薬
草
の
名
前
の
リ
ス

ト
が
掲
げ
ら
れ
、
医
学
的
な
作
用
や
処
方
の
説
明
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
以
上
が
写
本
の
主
要
部
分
で
あ
る
。
第
二
グ
ル
ー
プ
（
三
八
八

’
三
九
二
葉
）
に
は
「
神
に
浄
め
ら
れ
た
植
物
の
力
に
つ
い
て
の
詩
」

が
あ
る
が
、
作
者
は
不
詳
。
第
三
グ
ル
ー
プ
（
三
九
三
’
四
三
七
Ｖ
葉
）

に
は
ニ
カ
ン
ド
ロ
ス
（
前
二
世
紀
）
の
「
蛇
の
毒
に
対
す
る
薬
」
（
テ

リ
ァ
ヵ
）
に
対
す
る
エ
ウ
テ
ク
’
一
オ
ス
の
解
説
が
あ
る
。
第
四
グ
ル

ー
プ
（
四
三
八
’
四
五
九
ｖ
葉
）
も
、
ニ
カ
ン
ド
ロ
ス
の
「
食
中
毒
の

薬
」
と
い
う
詩
に
対
す
る
エ
ウ
テ
ク
ニ
オ
ス
の
解
説
が
の
せ
ら
れ
て

い
る
。
第
五
グ
ル
ー
プ
（
四
六
○
’
四
七
三
葉
）
に
は
、
ギ
リ
シ
ア
の

教
訓
詩
人
オ
ッ
ピ
ア
ノ
ス
（
二
’
三
世
紀
）
の
「
魚
携
の
詩
」
に
つ
い

て
の
無
名
氏
の
解
説
が
あ
る
。
第
六
グ
ル
ー
プ
（
一
Ｖ
と
四
七
四
’
四

八
五
葉
）
に
は
デ
ィ
オ
｜
豆
シ
オ
ス
な
る
人
の
「
烏
と
鳥
捕
獲
に
つ

い
て
の
詩
」
の
解
説
と
二
十
三
の
烏
の
絵
が
あ
り
、
最
後
に
六
葉
の

羊
皮
紙
の
付
録
（
四
八
六
’
四
九
一
葉
）
が
つ
い
て
い
る
。
実
は
こ
れ

は
一
四
○
六
年
に
古
写
本
を
新
蟇
す
る
と
き
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の

だ
が
、
こ
れ
は
紙
面
の
関
係
上
こ
こ
で
は
割
愛
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
「
ウ
ィ
ー
ン
写
本
」
に
は
、
紀
元
六
世
紀
の
ビ
ザ
ソ
チ

ン
、
特
に
貴
婦
人
た
ち
の
間
に
薬
用
植
物
の
図
葉
愛
好
者
が
多
か
つ

た
こ
と
、
し
か
も
分
類
は
便
宜
的
な
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
行
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
の
図
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
デ
イ
オ
ス
ク
リ
デ
ス
本
来
の
経
験
実
証
的
な
生
薬
研
究
が
だ
ん

だ
ん
神
秘
的
宗
教
的
霊
薬
を
求
め
る
方
に
向
っ
て
い
る
傾
向
か
ら
す

る
と
、
本
来
の
道
か
ら
の
逸
脱
の
様
子
も
う
か
が
わ
れ
る
が
、
そ
れ

に
し
て
も
当
時
に
お
け
る
デ
イ
オ
ス
ク
リ
デ
ス
の
並
々
な
ら
ぬ
評
価

と
ビ
ザ
ン
チ
ン
美
術
の
一
環
を
示
す
写
本
の
歴
史
上
の
意
味
は
、
依

然
超
一
級
の
評
価
を
受
け
る
に
値
す
る
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

（
明
治
薬
科
大
学
）
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